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１
「
障
が
い
者
用
駐
車
場
」は

必
要
な
人
の
た
め
に
空
け
て
お
こ
う

　

障
が
い
者
用
駐
車
場
は
、
車
椅
子
使

用
者
や
体
の
不
自
由
な
高
齢
者
、
障
が

い
者
な
ど
、
車
の
乗
り
降
り
や
移
動
に

配
慮
が
必
要
な
人
の
た
め
に
用
意
さ
れ

た
幅
広
い
駐
車
区
間
で
す
。

　

必
要
と
す
る
人
が
気
持
ち
よ
く
使
用

で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
埼
玉
県
福
祉
政
策
課

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

３
３
９
１


０
４
８

－

８
３
０

－

４
８
０
１

２
建
物
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
を

さ
れ
た
と
き
は
ご
申
告
を
！

　

令
和
３
年
中
に
家
屋
を
新
築
お
よ
び

増
築
し
た
場
合
や
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
は
、
お
早
め
に
資
産
税
課
ま
で
ご

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

法
務
局
へ
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し

の
登
記
を
さ
れ
る
場
合
に
は
資
産
税

課
へ
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

１
資
産
税
課
☎
25

－

６
０
７
６

３

秩
父
広
域
消
防
出
初
式

（
無
観
客
に
よ
る
開
催
）

　

秩
父
広
域
消
防
出
初
式
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
し
ま
す
。
例

年
行
わ
れ
て
い
る
消
防
訓
練
、
音
楽
隊

演
奏
、
秩
父
鳶
組
合
に
よ
る
は
し
ご
乗
り

等
の
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
来
賓
や
一
般
の
方
の
見
学

に
つ
い
て
は
ご
遠
慮
い
た
だ
き
ま
す
。

と　

き　

令
和
４
年
１
月
７
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
開
始

と
こ
ろ　

秩
父
消
防
本
部（
下
宮
地
町
）

１
秩
父
消
防
本
部
☎
21

－

０
１
２
０

４

河
川
な
ど
の
異
常
水
質

事
故
防
止
に
ご
協
力
を

　

河
川
や
水
路
に
油
や
薬
品
な
ど
が
流

出
す
る
と
、
魚
が
死
ん
だ
り
、
水
道
水

や
農
業
用
水
の
取
水
に
影
響
が
出
る
異

常
水
質
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

年
末
の
大
掃
除
な
ど
の
際
に
、
不
要

な
塗
料
や
油
、
農
薬
な
ど
の
取
り
扱
い

は
十
分
に
ご
注
意
い
た
だ
き
、
決
し
て
河

川
や
水
路
、
側
溝
に
流
さ
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
事
故
対
応
の
費
用
は
、
事
故
原

因
者
の
負
担
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

も
し
、
異
常
水
質
事
故
を
見
つ
け
た

場
合
に
は
、
速
や
か
に
秩
父
環
境
管
理

事
務
所
ま
た
は
生
活
衛
生
課
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

１
秩
父
環
境
管
理
事
務
所
☎
23

－

１
５

１
１
、
市
役
所
生
活
衛
生
課
☎
25

－

５

２
０
２

５
「
旧
秩
父
橋
」の

補
修
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

　

旧
秩
父
橋
は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
令
和
元
年
度
に
国
に
よ
る

直
轄
診
断
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
受
け
て
、
本
市
か
ら
国

へ
修
繕
代
行
を
要
請
し
、
関
東
地
方
整

備
局
の
関
東
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
が
今
冬
か
ら
令
和
４
年
度
末
ま
で
、

補
修
工
事
を
実
施
致
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
状
況
に

応
じ
て
通
行
規
制
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

工
事
の
進
捗
状
況
は
、
関
東
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
Ｃ
な
ど
で
ご

案
内
し
ま
す
。

１
関
東
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
８

－

７
２
９

－

７
７
８
０

６
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
の
改
正

　

令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
埼
玉
県
最
低

賃
金
は
時
間
額
９
５
６
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
12
月
１
日
か
ら
５
業
種
の

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
時
間
額

が
そ
れ
ぞ
れ
、
非
鉄
金
属
製
造
業
は
９

７
４
円
、
電
子
部
品
等
製
造
業
は
９
８

１
円
、
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
は
９

９
０
円
、
光
学
機
械
器
具
等
製
造
業
は

９
９
０
円
、
自
動
車
小
売
業
は
９
８
８

円
と
な
り
ま
し
た
。

１
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
☎
０
４
８
‐
６

０
０

－

６
２
０
５
、
秩
父
労
働
基
準
監

督
署
☎
22

－

３
７
２
５

市報の内容は、新型コロナウイルス感染症の影響により、変更となる場合があります。
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７
一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）の

加
入
手
続
き
が
必
要

　

「
労
働
保
険
」
と
は
、
業
務
ま
た
は

通
勤
に
起
因
し
て
負
傷
等
を
被
っ
た
労

働
者
に
対
し
て
補
償
を
行
う
労
働
者
災

害
補
償
保
険
（
労
災
保
険
）
と
労
働
者

が
失
業
し
た
際
に
生
活
の
安
定
等
を
図

る
雇
用
保
険
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
制
度

で
、
労
働
者
の
福
祉
の
向
上
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。

　

労
働
保
険
は
、
政
府
が
管
掌
す
る
強

制
保
険
で
あ
り
、
労
働
者
（
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
含
む
）
を
一
人
で
も
雇
用

し
て
い
れ
ば
、
原
則
と
し
て
業
種
・
規

模
を
問
わ
ず
労
働
保
険
の
適
用
事
業
と

な
り
、
事
業
主
は
加
入
手
続
き
を
行
い
、

労
働
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

１
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
労
働
保
険

徴
収
課

☎
０
３

－

５
２
５
３

－

１
１
１
１

８
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
を
弾
い
て
み
よ
う

と　

き　

12
月
20
日
㈪
〜
令
和
４
年
１

月
31
日
㈪
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

定　

員　

各
回
１
組
５
人
（
演
奏
者
お

よ
び
関
係
者
を
含
む
）

参
加
費　

一
般
３
，
０
０
０
円　

学
生

（
高
校
生
ま
で
）
２
，
０
０
０
円

※
１
区
分
55
分
（
連
続
２
区
分
ま
で
）

※ 

予
約
受
け
付
け
12
月
16
日
㈭
午
前
９

時
か
ら

２
・
１
☎
で
秩
父
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
管

理
事
務
所
（
☎
25

－

１
３
１
５
）
へ

９
秩
父
の
郷
土
Ｗ
Ｅ
Ｂ
写
真
展

テ
ー
マ　

秩
父
地
域
を
題
材
と
し
た
写
真

募
集
期
間　

令
和
4
年
3
月
31
日
㈭
ま
で

応
募
方
法　

秩
父
の
郷
土
Ｗ
Ｅ
Ｂ
写
真
展

Ｃ
応
募
フ
ォ
ー
ム
よ
り

応
募
要
項　

秩
父
市
地
域
振
興
公
社
総
務

課
（
温
水
プ
ー
ル
内
）
配
布
ま
た
は
Ｃ

か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

作
品
展
示　

秩
父
の
郷
土
Ｗ
Ｅ
Ｂ
写
真
展

Ｃhttp://chichibu-photo.jpn.com
/

１
一
般
財
団
法
人
秩
父
市
地
域
振
興
公

社
総
務
課
☎
22

－

７
４
１
１

10
秩
父
看
護
専
門
学
校
一
般
入
試

　

令
和
４
年
度
の
看
護
学
生
を
募
集
し

ま
す
。
一
般
選
考
入

試
を
行
い
ま
す
。

①
一
次
募
集
、
②
二
次
募
集

試
験
日　

①
令
和
４
年
１
月
16
日
㈰

②
２
月
20
日
㈰

出
願
期
間　

①
12
月
20
日
㈪
〜
令
和
４
年

１
月
12
日
㈬
、
②
１
月
31
日
㈪
〜
２
月

16
日
㈬

選
考
方
法　

国
語
Ⅰ
（
漢
文
、
古
文
を
除

く
）、
一
般
常
識
、
小
論
文
、
面
接

※
①
、
②
と
も
に
共
通

１
秩
父
看
護
専
門
学
校
☎
25

－

４
６
９
６

11

自
衛
官
採
用
説
明
会

　

自
衛
官
採
用
に
関
す
る
説
明
を
メ
イ

ン
に
、
自
衛
隊
の
概
要
・
役
割
等
を
現

職
自
衛
官
が
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
（
午

前
の
部
10
時
〜　

午
後
の
部
１
時
〜
）

と
こ
ろ　

自
衛
隊
秩
父
地
域
事
務
所

（
大
野
原
４
９
１

－

１
）

対
象
者　

17
歳
以
上
31
歳
以
下
の
方

と
、
そ
の
ご
家
族
（
要
予
約
）

参
加
費　

無
料

２
・
１
自
衛
隊
秩
父
地
域
事
務
所

☎
22

－

６
１
５
７

12

県
民
向
け
手
話
講
座

「
手
で
話
そ
う　

み
ん
な
で
覚
え
る

手
話
講
座
in
ち
ち
ぶ
」

と　

き　
令
和
４
年
１
月
12
日
・
19
日
・

26
日
、
２
月
２
日
（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）

午
後
７
時
〜
９
時
（
全
４
回
）

と
こ
ろ　
歴
史
文
化
伝
承
館
研
修
室

定　

員　
20
人

対
象
者　

秩
父
郡
市
に
居
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
す
る
者
（
18
歳
未
満
の
方
は

保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

参
加
費　
９
９
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

２
・
１
12
月
24
日
㈮
ま
で
に
☎
ま
た
は


で
障
が
い
者
福
祉
課
（
☎
27

－

７
３

３
１

27

－

７
３
３
６
）
へ

募

集

募

集

教
室
・
講
座

教
室
・
講
座

※市報掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進等を
　行っているものではなく、内容について市が責任を負うものではありません。
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13

初
心
者
陶
芸
教
室

と　

き　

令
和
４
年
１
月
17
日
・
24
日

２
月
14
日
・
28
日
（
い
ず
れ
も
月
曜
日
）

午
後
６
時
〜
８
時
（
全
４
回
）

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
美

術
・
陶
芸
室

定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

※
市
内
在
住
者
優
先

講　

師　

渡
邉　

慧
先
生

参
加
費　

１
，
６
５
０
円
（
材
料
・
保

険
料
を
含
む
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

２
・
１
12
月
20
日
㈪
か
ら
生
涯
学
習
課

（
☎
22

－

０
４
２
０
）
窓
口
に
て　

14
た
の
し
く
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

【
身
体
＋
脳
の
お
手
軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
編
】

と　

き　

令
和
４
年
１
月
26
日
㈬
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
セ
ン
タ
ー

内　

容　

運
動
指
導
員
に
よ
る
、
身
体

と
脳
の
体
操
。

対　

象　

秩
父
市
民
の
方

定　

員　

１
０
０
人

参
加
費　

無
料

※
秩
父
市
版
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
事
業

２
・
１
12
月
28
日
㈫
ま
で
に
☎
で
秩
父

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
22

－

０
６
４
８)

ま
た
は
窓
口
に
て

15
秩
父
宮
記
念
市
民
会
館　

自
主
事
業

柿
喰
う
客 

こ
ど
も
と
観
る
演
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『
な
が
ぐ
つ
を
は
い
た
ね
こ
』

　

人
気
劇
団
・
柿
喰
う
客
の
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
演
劇
作
品
が
市

民
会
館
初
登
場
！

と　

き　

令
和
４
年
２
月
26
日
㈯
午
後

２
時
開
演
（
開
場
：
午
後
１
時
15
分
）

と
こ
ろ　

大
ホ
ー
ル
フ
ォ
レ
ス
タ

料　

金　
【
全
席
指
定
】
大
人 

２
，
０

０
０
円
、
高
校
生
以
下 

１
，
０
０
０
円

※
３
歳
以
下
の
入
場
不
可
。

発
売
日　

12
月
18
日
㈯
午
前
10
時
〜

２【
電
話
予
約
】☎
23

－

２
２
９
４（
午

前
９
時
〜
午
後
６
時
・
火
曜
日
休
館
）

※ 
予
約
後
、
翌
日
か
ら
２
週
間
以
内
に

市
民
会
館
ホ
ー
ル
事
務
室
に
て
チ

ケ
ッ
ト
を
お
引
き
取
り
く
だ
さ
い
。

※
座
席
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
】

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
て
予
約
可
。

※ 

発
売
初
日
は
電

話
予
約
・
チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ
の

み
取
り
扱
い
。

【
窓
口
販
売
】
市

民
会
館
ホ
ー
ル
事

務
室

（
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
・
火
曜
日
休
館
）

※ 

発
売
日
の
翌
日
以
降
、
残
券
が
あ
る

場
合
の
み
取
り
扱
い
。

１
市
民
会
館
☎
24

－

６
０
０
０
（
午
前

９
時
〜
午
後
６
時
・
火
曜
日
休
館
）

19

秩
父
市
環
境
市
民
会
議

第
２
回
環
境
セ
ミ
ナ
ー

演
題「
森
林
火
災
と
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
」

―
東
京
大
学
秩
父
演
習
林
の
事
例
―

と　

き　

令
和
４
年
１
月
22
日
㈯
午
後

２
時
講
演
開
始
（
70
分
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
受
け
付
け

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
ホ
ー
ル

講　

師　

才
木　

道
雄 

氏
（
東
京
大

学
秩
父
演
習
林
技
術
専
門
職
員
）

定　

員　

60
人（
事
前
申
込
制
・
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

２
・
１
☎
ま
た
は
３
で
秩
父
市
環
境
市

民
会
議
事
務
局
長 

岩
田
☎
０
８
０

－

８
８
８
３

－

８
６
７
０

３sim
in-iw

ata.20@
docom

o.ne.jp

16
秩
父
サ
イ
エ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー

（
研
究
発
表
）

と　

き　

12
月
25
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

秩
父
看
護
専
門
学
校
４
階
講
堂

定　

員　

60
人

※
事
前
申
し
込
み
な
し

１
日
本
薬
科
大
学
地
域
連
携
室
ま
た
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ｕ
サ
イ
エ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ

ア
事
務
局

３nozaw
a2200@

nichiyaku.ac.jp

17

秩
父
華
道
協
会

30
周
年
記
念
行
事　

作
品
展

と　

き　

●
第
３
回
令
和
４
年
１
月
17

日
㈪
（
午
後
１
時
〜
５
時
） ・
18
日
㈫

（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

●
第
４
回
令
和
４
年
１
月
20
日
㈭
（
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）・
21
日
㈮
（
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
）

と
こ
ろ　

秩
父
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

１
秩
父
華
道
協
会 

児
玉 

22

－

５
６
６
８

18
み
ど
り
の
村
冬
の
山
歩
き（
野
鳥
観
察
）

と　

き　

令
和
４
年
１
月
30
日
㈰
午
前

10
時
〜
正
午
ま
で

と
こ
ろ　

埼
玉
県
み
ど
り
の
村
全
域

対　

象　

小
学
生
以
上

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

２
１
月
14
日
㈮
ま
で
に
住
所
・
参
加
人

数
・
連
絡
先
を
明
記
の
上
、
左
記
へ
。

参
加
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

１
埼
玉
県
み
ど
り
の
村
指
定
管
理
者

（
〒
３
６
８

－

０
１
０
１
小
鹿
野
町
下

小
鹿
野
27
）
☎
75

－

３
４
４
１

催

し

催

し

柿喰う客『滅多滅多』
（撮影：神ノ川智早）
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